
（
注
２
）
片
桐
洋
一
編
集

新
注
和
歌
文
学
叢
書
４
『
海
人
手
子
良
集

本
院
侍
従
集

義
孝
集
新
注
』

二
〇
一
〇
年
・
青
簡
舎

項
目
執
筆
三
木
麻
子
。

（
注
３
）
『
あ
め
つ
ち
の
心
―
伏
見
院
御
歌
評
釈
』
笠
間
書
院
・
一
九
七
九
年
。
後
伏
見
院
兵
衛
督
に
つ
い

て
は
、『
京
極
派
歌
人
の
研
究
』
昭
和
四
九
年
・
笠
間
書
院

第
三
章
第
五
節
に
詳
し
い
。

（
注
４
）
上
野
英
二
「
源
氏
物
語
と
長
恨
歌

其
二
・
其
三
」（
『
成
城
国
文
学
論
集
』
三
六
・
二
〇
一
四

年
。

（
注
５
）
静
永
健
「
〈
翻
・
複
〉
高
松
宮
伝
来
書
籍
等
を
中
心
と
す
る
漢
籍
読
書
の
歴
史
と
そ
の
本
文
に
関

す
る
研
究
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
198
・
二
〇
一
五
年
、

静
永
健
「
中
国
か
ら
や
っ

て
き
た
書
物
た
ち
―
唐
の
詩
人
白
楽
天
の
詩
巻
を
中
心
に
―
」『
歴
博
』
178
・
二
〇
一
三
年
。

〔
付
記
〕
こ
の
研
究
は
「
中
世
に
お
け
る
漢
故
事
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
」（
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
、
研

究
課
題
１
６
ｋ
０
２
３
７
９
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
主
情
的
に
自
然
を
と
ら
え
る
こ
と
は
和
歌
の
特
色
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
自
分
だ
け
で
な
い
す
べ
て
の
も
の
が
秋
の
訪
れ
を
悲
し
む
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
単
な
る
悲
秋

と
は
い
え
な
い
要
素
が
あ
る
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
拙
著
の
補
足
と
修
正
と
し
て
、
伏
見
院
の
悲
秋
歌
で
あ
る
『
玉
葉
集
』
四
六
三
番
歌

の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
当
該
歌
は
表
現
の
レ
ベ
ル
で
も
、
内
容

の
レ
ベ
ル
で
も
、
漢
詩
文
の
世
界
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、「
露
く
だ

る
」
の
解
釈
は
、
「
く
だ
る
」
の
表
現
か
ら
、
「
天
か
ら
降
る
涙
」
と
も
捉
え
ら
れ
う
る
と
考
え

る
。
当
該
歌
は
、
院
が
自
ら
の
詠
草
を
編
纂
し
た
『
伏
見
院
御
集
』
の
断
簡
、
「
広
沢
切
」
（
書

陵
部
蔵
本
）
の
配
列
、

秋
露
」
二
一

我玉

葉

も
か
な
し
草
木
も
心
い
た
む
ら
し
秋
風
ふ
れ
て
露
く
だ
る
比
（
二
一
〇
五
）

草
木
み
な
露
を
ふ
く
め
り
我
ひ
と
り
秋
に
つ
れ
な
き
袖
な
ら
め
や
は
（
二
一
〇
六
）

ち
ぐ
さ
み
だ
れ
花
の
色

ち
り
し
ほ
れ
野
分
の
か
ぜ
の
あ
と
ぞ
あ
れ
た
る

（
二
一
〇
七
）

み
だ
れ
あ
ふ
ち
ぐ
さ
の
末
は
露
に
ふ
し
て
ま
だ
よ
る
ち
か
き
明
ぼ
の
ゝ
庭

（
二
一
〇
八
）

秋
と
い
へ
ば
草
木
露
け
み
吹
か
ぜ
の
身
に
し
む
時
に
物
ぞ
か
な
し
き
（
二
一
〇
九
）

あ
き
の
日
の

う

筆
者
注

か
歟

へ
に
く
だ
れ
る
色
み
れ
ば
心
も
よ
は
く
も
の
ぞ
か
な
し
き

（
二
一
一
〇
）

秋
の
よ
の
ね
覚
の
ま
ど
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
す
だ
れ
を
の
ぼ
る
在
明
の
月
（
二
一
一
一
）

あ
き
は
こ
れ
も
ろ
き
あ
は
れ
の
時
に
あ
れ
や
草
木
の
露
も
人
の
涙
も
（
二
一
一
二
）

以
下
略

「
秋
露
」
の
歌
群
に
ま
と
め
ら
れ
た
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
第
一
に
悲
秋

の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
は
、
七

夕
の
男
女
の
別
れ
や
、『
長
恨
歌
』
の
詩
句
の
、
愛
す
る
人
に
死
に
別
れ
た
悲
し
み
な
ど
も
揺
曳

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
稿
で
語
の
表
現
に
つ
い
て
分
析
す
る
中
で
、
伏
見
院
の
和
歌
表
現
に
は
漢
文
訓
読

調
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
歌
境
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
想
定

で
き
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
漢
文
訓
読
や
、
古
典
化
し
た
漢
詩
句
が
ど
の
よ
う
に
伏
見
院
の

和
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
歌
境
を
作
っ
て
い
る
か
を
、
更
に
検
討
し
た
い
。

〔
注
〕

※

和
歌
の
本
文
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
勅
撰
和
歌
集
の
も
の
は
本
文
・
歌

番
号
と
も
に
『
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
私
家
集
の
も
の
は
本
文
・
歌
番
号
と
も
に
『
私
家
集
大
成
』
に
拠

り
、
濁
点
は
私
に
符
し
た
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
大
曽
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
校
注
）

に
拠
っ
た
。
『
長
恨
歌
』
は
、
『
続
国
訳
漢
文
大
成

白
楽
天
詩
集

第
二
巻
』（
佐
久
間
節
訳
、
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
）
に
拠
っ
た
。

（
注
１
）
中
川
博
夫
『
玉
葉
和
歌
集
（
上
）』（
明
治
書
院
）
の
補
注
で
は
、
作
者
類
歌
と
し
て
、『
伏
見
院
御

集
』
の
、

秋
に
い
た
む
風
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
も
に
う
け
て
ふ
る
ゝ
草
木
は
み
な
し
ほ
れ
け
り
（
八
四
八
）

ふ
き
か
ら
す
よ
も
の
草
木
の
こ
ゝ
ろ
ま
で
な
べ
て
か
な
し
き
秋
か
ぜ
の
こ
ろ
（
九
一
五
）

草
木
み
な
露
を
ふ
く
め
り
我
ひ
と
り
秋
に
つ
れ
な
き
袖
な
ら
め
や
は
（
二
一
〇
六
）

を
あ
げ
る
。
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で
は
「
い
た
む
」
は
、
通
常
、

冷
泉
院
春
宮
と
申
し
け
る
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
よ
め
る

か
ぜ
を
い
た
み
い
は
う
つ
な
み
の
お
の
れ
の
み
く
だ
け
て
も
の
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な

（
詞
花
集
・
二
一
一
・
恋
上
・
源
重
之
）

の
よ
う
に
、
風
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。『
万
葉
集
』
に
、
当
該
歌
の
表
現
と
同
じ
発
想

の
も
の
と
し
て
、
心
が
「
い
た
」
む
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

讃
岐
国
の

安あ

益や
の

郡
こ
ほ
り

に
幸
す
時
に
、

軍
こ
に
き
し
の

王
お
ほ
き
み

、
山
を
見
て
作
る
歌

霞
立
つ

長
き
春
日
の

暮
れ
に
け
る

わ
づ
き
も
知
ら
ず

む
ら
ぎ
も
の

心
を
痛

み

ぬ
え
こ
鳥

う
ら
な
け
居
れ
ば

玉
だ
す
き

か
け
の
よ
ろ
し
く

遠
つ
神

我

が
大
君
の

行
幸
の

山
越
す
風
の

ひ
と
り
居
る

我
が
衣
手
に

朝
夕
に

か
へ

ら
ひ
ぬ
れ
ば
（
以
下
略
）

幸
二

讃
岐
国
安
益
郡
一

之
時
、
軍
王
見
レ
山
作
歌

霞
立

長
春
日
乃

晩
家
流

和
豆
肝
之
良
受

村
肝
乃

心
乎
痛
見

奴
要
子
鳥

卜
歎
居
者

珠
手
次

懸
乃
宜
久
遠
神

吾
大
王
乃

行
幸
能

山
越
風
乃

独
座

吾
衣
手
尓

朝
夕
尓

還
比
奴
礼
婆

（
以
下
略
）（
萬
葉
集
・
五
・
巻
一
）

穂
積
皇
子
の
御
歌
二
首

今
朝
の
朝
明

雁
が
音
聞
き
つ

春
日
山

も
み
ち
に
け
ら
し

我
が
心
痛
し

今
朝
之
旦
開

雁
之
鳴
聞
都

春
日
山

黄
葉
家
良
思

吾
情
痛
之

（
万
葉
集
・
一
五
一
三
・
巻
八
・
秋
雑
歌
）

小
学
館
古
典
文
学
全
集
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
校
注
）
で
は
五
番
歌
の
頭
注
に

「
心
を
痛
み
―
名
詞
＋
ヲ
＋
形
容
詞
語
幹
は
ミ
語
法
と
呼
ば
れ
、
～
が
～
な
の
で
、
と
い
う
意

を
表
す
。
心
痛
シ
は
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
苦
し
い
こ
と
」
と
あ
り
、
こ
の
「
心
を
痛

み
」
も
、
終
止
形
で
あ
れ
ば
「
心
を
痛
し
」
と
な
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』（
上
代
篇
）
で
は

「
い
た
む
」
の
考
察
の
項
目
で
、

従
来
、
イ
タ
ム
の
例
と
さ
れ
て
い
た
万
葉
の
「
そ
こ
思
ふ
に
胸
こ
そ
痛
」（
四
六
六
）「
そ

こ
思
へ
ば
胸
こ
そ
痛
」（
一
六
二
九
）
を
、「
そ
こ
思
へ
ば
心
し

伊
多
思

い

た

し

」（
万
四
〇
〇
七
）

「
衣
こ
そ
二
重

予
耆

ヨ

キ

」（
仁
徳
紀
二
二
年
）「
己
が
妻
こ
そ
常

目メ

頬ヅ
ラ

次シ

吉キ

」（
万
二
六
五

一
）「
最モ

ト

も
今
こ
そ
恋
は
す
べ

無
寸

ナ

キ

」（
万
二
七
八
一
）「
草
こ
そ

之シ

既
吉

ゲ

キ

」（
万
四
〇

一
一
）
な
ど
に
な
ら
っ
て
「
痛

イ
タ
キ

」
と
訓
む
と
、
イ
タ
ム
の
例
は
古
訓
の
み
と
な
る
。

と
述
べ
、
「
い
た
む
」
と
い
う
語
は
、
仮
名
訓
に
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
『
万
葉
集
』
一

五
一
三
番
歌
は
、
京
極
派
の
勅
撰
集
『
風
雅
集
』
秋
中
・
五
五
二
番
歌
に
も
入
集
す
る
が
、
こ

こ
で
も
結
句
は
「
我
が
心
い
た
し
」
で
あ
り
、「
心
い
た
む
」
が
和
歌
に
は
用
い
ら
れ
な
い
表
現

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
秋
の
詩
句
を
引
用
し
て
み
る
と
、

物
の
色
は
自
ら
客
の
意
を
傷
ま
し
む
る
に
堪
へ
た
り

宜
な
り
愁
の
字
を
も
て
秋
の
心

に
作
れ
る
と

物
色
自
堪
傷
客
意

宜
将
愁
字
作
秋
心

（
二
二
四
・
巻
上
・
秋
興
・
野
）

第
一
に
心
を
傷
ま
し
む
る
こ
と
は
何
れ
の
処
か
最
な
る

竹
風
葉
を
鳴
ら
す
月
の
明
ら

か
な
る
前

第
一
傷
心
何
処
最

竹
風
鳴
葉
月
明
前

白

（
二
二
六
・
巻
上
・
秋
興
・
田
達
音
）

の
よ
う
に
、
心
が
「
い
た
む
」
と
い
う
表
現
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
該
歌
の
「
心

い
た
む
」
と
は
、
漢
文
訓
読
調
の
表
現
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
心
傷
む
」
は
、
悲
秋
の
詩

句
に
も
常
套
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
和
歌
が
ま
ず
悲
秋
の
表
現
に
基
づ
く
こ

と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
和
歌
の
新
し
さ
は
、
秋
の
訪
れ
に
草
木
も
胸
を
痛
め
て
い
る
、
と
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歌
と
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
幻
」
の
巻
は
、
最
愛
の
紫
の
上
に
先
立
た
れ
た
光
源

氏
が
、
四
季
の
景
物
に
触
れ
る
に
つ
け
て
彼
女
を
思
い
だ
し
て
悲
し
む
と
い
う
記
述
が
主
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
巻
に
つ
い
て
は
、
唐
の
詩
人
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
の
、
楊
貴
妃
を
失
く
し

た
玄
宗
皇
帝
の
悲
し
み
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）

。
七
夕
に
つ
い

て
は
、『
長
恨
歌
』
で
は
、
楊
貴
妃
が
存
命
中
に
七
夕
の
日
に
玄
宗
皇
帝
と
誓
っ
た
と
道
士
に
話

す
、 

 

七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
レ

人
私
語
時
。 

在
レ

天
願
作
二

比
翼
鳥
一

、
在
レ

地
願
為
二

連
理
枝
一

。 

 
 

（
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
人
無
く
私
語
の
時
。
天
に
在
っ
て
は
願
く
は
比
翼
の
鳥
と
な

り
、
地
に
在
っ
て
は
願
く
は
連
理
の
枝
と
な
ら
ん
。） 

が
有
名
で
あ
る
が
、「
幻
」
の
七
夕
の
場
面
で
は
、
こ
と
ば
の
レ
ベ
ル
で
右
の
詩
句
を
踏
ま
え
て

は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
季
の
季
節
の
移
ろ
い
の
中
で
、
愛
す
る
人
を
失
っ
た
悲
し
み

に
う
ち
ひ
し
が
れ
る
主
人
公
と
い
う
設
定
は
、
ま
さ
し
く
『
長
恨
歌
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。 

 
 

春
風
桃
李
花
開
夜
、
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
。
西
宮
南
内
多
二

秋
草
一

、
宮
葉
満
レ

階
紅
不
レ

掃
。

〔
中
略
〕 

 
 

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
、
孤
燈
挑
盡
未
レ

成
レ

眠
。
遅
遅
鐘
鼓
初
長
夜
、
耿
耿
星
河
欲
レ

曙
天
。 

 
 

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重
、
翡
翠
衾
寒
誰
與
共
。 

 
 

（
春
風
桃
李
花
開
く
夜
、
秋
雨
梧
桐
葉
落
つ
る
時
。
西
宮
南
内
秋
草
多
く
、
宮
葉
階
に
満

ち
紅
掃
は
ず
。〔
中
略
〕 

 
 
 

夕
殿
蛍
飛
ん
で
思
悄
然
、
孤
燈
挑
げ
盡
し
て
未
だ
眠
り
を
成
さ
ず
。
遅
遅
た
る
鐘
鼓
初

め
て
長
き
夜
、
耿
耿
た
る
星
河
曙
け
ん
と
欲
す
る
天
。 

 
 
 

鴛
鴦
の
瓦
は
冷
や
か
に
し
て
霜
華
重
く
、
翡
翠
の
衾
は
寒
う
し
て
誰
と
共
に
せ
ん
。） 

『
長
恨
歌
』
通
行
本
の
本
文
を
掲
げ
る
と
右
の
よ
う
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

日
本
に
伝
わ
っ
た
本
文
が
当
初
、
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
残
る
詩
句
な
ど

に
よ
っ
て
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
に
直
接
関
わ
る
箇
所
、「
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
」
に
つ
い
て

は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
や
伏
見
院
皇
子
の
尊
円
法
親
王
筆
『
長
恨
歌
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

春
の
風
に
桃
李
の
花
の
開
く
る
日 

秋
の
露
に
梧
桐
の
葉
の
落
つ
る
時 

春
風
桃
李
花
開
日 

秋
露
梧
桐
葉
落
時 

同 

（
和
漢
朗
詠
集
七
八
〇
・
巻
下
・
恋
・
同
じ
〔
白
〕） 

通
行
本
『
長
恨
歌
』
で
は
「
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
古
い
本
文
で
は
「
秋
露

梧
桐
葉
落
時
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
伏
見
院
皇
子
の
尊
円
法
親
王
筆
「
長
恨
歌
」
も
、「
露
」
と

す
る
。
こ
れ
は
金
沢
文
庫
本
よ
り
古
い
、
旧
鈔
本
に
基
づ
い
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
注
５
）

。 

古
い
本
文
で
は
、
秋
が
来
て
、
草
木
に
露
が
降
り
て
桐
の
葉
が
落
ち
る
と
い
う
さ
ま
を
詠
む

こ
と
に
な
り
、
草
木
に
降
り
る
露
が
秋
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
景
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
も
こ
の
詩
句
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
「
恋
」
の
部
に
入
っ
て
い
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
入
集
の
詩
句
は
、
よ
く
愛
誦
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
右
の
詩
句
は
有
名
な
『
長

恨
歌
』
の
詩
句
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
歌
人
た
ち
に
は
、
こ
の
詩
句

が
、
季
節
の
移
ろ
い
か
ら
愛
す
る
人
の
い
な
い
喪
失
を
嘆
い
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

七
夕
の
歌
群
の
前
に
配
列
さ
れ
、
露
が
降
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
歌
主
体
が
秋
の
訪
れ
を

知
り
、
悲
し
む
こ
と
を
詠
ん
だ
当
該
歌
に
も
、『
長
恨
歌
』
の
「
秋
露
梧
桐
葉
の
落
つ
る
時
」
が

意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
こ
で
和
歌
の
解
釈
に
関
わ
る
重
要
な
表
現
と
し
て
、「
心
い
た
む
」
に
注
目
し
た
い
。
和
歌
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草
木
の
み
の
涙
で
は
な
く
、
や
は
り
天
も
悲
し
ん
で
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
当
該
歌
は
、『
玉
葉
集
』
で
は
、
七
夕
の
歌
の
前
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
煩
雑
を
厭
わ
ず
、
前
後
数
首
の
配
列
を
示
せ
ば
下
記
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 
 

四
六
〇 

人
よ
り
も
わ
き
て
露
け
き
袂
か
な
わ
が
た
め
に
く
る
秋
に
は
あ
ら
ね
ど 

（
前
大
僧
正
道
玄
） 

四
六
一 

秋
の
き
て
け
ふ
み
か
月
の
雲
ま
よ
り
心
づ
く
し
の
か
げ
ぞ
ほ
の
め
く 

（
早
秋
の
心
を
・
常
磐
井
入
道
前
太
政
大
臣
） 

四
六
二 

秋
に
こ
そ
ま
た
な
り
ぬ
れ
と
思
ふ
よ
り
心
に
は
や
く
そ
ふ
あ
は
れ
か
な 

（
従
三
位
親
子
） 

四
六
三 

わ
れ
も
か
な
し
草
木
も
心
い
た
む
ら
し
秋
風
ふ
れ
て
露
く
だ
る
比 

（
五
十
番
歌
合
に
秋
露
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
・
院
御
製
） 

四
六
四 

久
方
の
雲
ゐ
は
る
か
に
待
ち
わ
び
し
あ
ま
つ
ほ
し
あ
ひ
の
秋
も
き
に
け
り 

（
弘
長
百
首
歌
に
七
夕
を
・
前
大
納
言
為
家
） 

四
六
五 

ひ
こ
ぼ
し
の
つ
ま
恋
衣
こ
よ
ひ
だ
に
袖
の
露
ほ
せ
秋
の
は
つ
か
ぜ 

（
お
な
じ
心
を
・
平
為
時
） 

 

秋
の
来
た
こ
と
に
気
づ
く
歌
、
そ
こ
か
ら
秋
の
到
来
を
悲
し
む
当
該
歌
に
繋
い
だ
あ
と
で
、

七
夕
の
歌
へ
と
続
け
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』「
幻
」（
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

に
拠
る
）
で
、
最
愛
の
紫
の
上
に
死
な
れ
た
光
源
氏
が
、
七
夕
に
感
慨
を
催
す
場
面
で
、 

七
月
七
日
も
、
例
に
変
り
た
る
こ
と
多
く
、
御
遊
び
な
ど
も
し
た
ま
は
で
、
つ
れ
づ
れ
に

な
が
め
暮
ら
し
た
ま
ひ
て
、
星
逢
ひ
見
る
人
も
な
し
。
ま
だ
夜
深
う
、
一
と
こ
ろ
起
き
た

ま
ひ
て
、
妻
戸
押
し
開
け
た
ま
へ
る
に
、
前
栽
の
露
い
と
し
げ
く
、
渡
殿
の
戸
よ
り
と
ほ

り
て
見
わ
た
さ
る
れ
ば
、
出
で
た
ま
ひ
て
、 

七
夕
の
逢
ふ
瀬
は
雲
の
よ
そ
に
見
て
わ
か
れ
の
庭
に
露
ぞ
お
き
そ
ふ 

と
、
彦
星
と
織
姫
の
別
れ
の
涙
か
ら
想
起
し
て
、
紫
の
上
を
恋
い
慕
う
自
分
の
涙
に
露
を
見
立

て
る
和
歌
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
夕
に
は
、
彦
星
と
織
姫
の
涙
に
な
ぞ
ら
え
て
、
露

が
よ
く
詠
ま
れ
た
。 

中
村
氏
は
、「
露
く
だ
る
」
と
の
表
現
に
、『
礼
記
』
月
令
「
孟
秋
之
月
」
の
記
述
、 

涼
風
至
、
白
露
降
、
寒
蝉
鳴
、
鷹
乃
祭
レ

鳥 

を
直
接
の
典
拠
と
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
村
氏
が
「
降
」
の
訓
点
が
「
ク
ダ
ル
」
で
あ
っ

た
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
露
く
だ
る
」
と
い
う
表
現
自
体
に
は
、
漢
文
訓
読
か
ら
の
影
響
が
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
礼
記
』
の
記
述
か
ら
、
当
該
歌
を
、
単
純
に

悲
秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
解
釈
す
る
中
村
氏
の
主
張
が
妥
当
か
ど
う
か
は
判

断
が
難
し
い
と
考
え
る
。 

 

三
、「
心
い
た
む
」
の
解
釈
に
つ
い
て 

 

当
該
歌
に
つ
い
て
、
岩
佐
美
代
子
氏
は
、「
心
い
た
む
」
の
表
現
や
、
七
夕
歌
の
直
前
に
こ
の

歌
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
玉
葉
集
』
成
立
以
前
の
正
和
以
前
に
亡
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
伏
見
院
の
愛
妾
、
後
伏
見
院
兵
衛
督
を
失
っ
た
悲
し
み
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
す
る
（
注
３
）

。

伏
見
院
に
は
、
七
夕
の
頃
に
、
愛
す
る
人
を
失
っ
た
悲
し
み
を
詠
ん
だ
和
歌
が
散
見
す
る
。 

秋
の
は
じ
め
つ
か
た
、
ち
か
く
さ
ぶ
ら
ひ
な
れ
た
る
人
の
身
ま
か
り
に
け
れ
ば 

 

伏
見
院
御
歌 

ひ
こ
ぼ
し
の
あ
ふ
て
ふ
秋
は
う
た
て
わ
れ
人
に
わ
か
る
る
時
に
ぞ
あ
り
け
る 

（
風
雅
集
・
一
九
八
八
・
雑
下
） 

ほ
し
あ
ひ
は
く
も
の
よ
そ
に
て
め
の
ま
へ
の
わ
か
れ
を
人
に
な
げ
く
こ
ろ
か
な 

（
伏
見
院
御
集
・
三
八
〇
・
七
夕
） 

第
二
首
目
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
、
『
源
氏
物
語
』
「
幻
」
で
の
源
氏
の
和
歌
を
本
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葉
集
』
四
六
三
番
歌
と
『
礼
記
』
月
令
」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
28 

二
〇
一
二
年
）
に

お
い
て
、
当
該
歌
が
「
悲
秋
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
妥
当
と
さ
れ
た
う
え
で
、
下
記
の
よ

う
な
指
摘
を
さ
れ
た
。 

こ
の
場
合
、「
露
」
を
天
の
涙
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。「
空
か
ら
こ
ぼ

れ
落
ち
た
露
が
草
や
木
に
宿
り
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
（
草
木
の
）
涙
の
よ
う
に
見
え
る
」

と
解
釈
し
た
ほ
う
が
、
類
想
歌
の
内
容
か
ら
言
っ
て
も
、
よ
り
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

中
村
氏
は
、
伏
見
院
の
和
歌
に
、 

草
木
み
な
露
を
ふ
く
め
り
我
ひ
と
り
秋
に
つ
れ
な
き
袖
な
ら
め
や
は 

（
伏
見
院
御
集
・
二
一
〇
六
・
秋
露
） 

 
 
 
 

秋
の
風
は
草
木
の
つ
ゆ

にを

歟

吹
き
し
ほ
り
（
う
れ

そ

で

）
に
ふ
れ
て
も
涙
を
ぞ
な
す 

（
伏
見
院
御
集
・
二
三
二
九
・
秋
） 

の
よ
う
な
、「
秋
の
悲
し
み
が
、
人
間
に
お
い
て
は
涙
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
草
木
に
お
い
て
は
露

と
な
る
」
と
い
う
類
想
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
（
注
１
）

こ
と
か
ら
、
当
該
歌
の
草
木
の
露
も
、
「
草

木
の
涙
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
」
と
す
る
。
た
し
か
に
、
伏
見
院
に
は
、 

あ
き
は
こ
れ
も
ろ
き
あ
は
れ
の
時
に
あ
れ
や
草
木
の
露
も
人
の
涙
も 

（
伏
見
院
御
集
・
二
一
一
二
・
秋
露
） 

の
よ
う
に
草
木
の
露
を
人
の
涙
と
対
応
さ
せ
た
例
も
あ
る
。
当
該
歌
の
第
二
・
三
句
「
草
木
も

心
い
た
む
ら
し
」
か
ら
考
え
て
も
、
秋
の
到
来
を
草
木
も
悲
し
ん
で
の
涙
が
露
で
あ
る
、
と
解

釈
す
る
方
が
、
た
し
か
に
自
然
で
は
あ
ろ
う
。
拙
著
を
執
筆
し
た
際
も
当
初
は
そ
の
よ
う
に
考

え
た
が
、
天
の
涙
と
し
た
の
は
、
結
句
の
「
露
く
だ
る
」
の
表
現
や
、
当
該
歌
が
『
玉
葉
和
歌

集
』
で
は
七
夕
の
和
歌
の
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
で
は
、「
く
だ
す
」（
下
・
降
）
に
つ
い
て
、「
天
、
空
な
ど

か
ら
下
の
方
へ
移
す
。
雨
な
ど
を
降
ら
す
」
と
あ
る
。
す
で
に
中
村
論
文
で
指
摘
が
あ
る
よ
う

に
、
通
常
、
和
歌
で
は
、
露
は
「
置
く
」「
結
ぶ
」
と
表
現
さ
れ
、「
く
だ
る
」
と
表
現
す
る
例
は

少
な
い
。
当
該
歌
に
先
行
す
る
も
の
で
は
二
例
あ
げ
ら
れ
る
。 

露
く
だ
す
星
合
の
空
を
詠
め
つ
つ
い
か
で
こ
と
し
の
秋
を
す
ぐ
さ
む 

（
夫
木
抄
三
九
九
八
・
秋
一 

家
集
、
秋
歌
中 

藤
原
義
孝
） 

 
 

雨
お
も
き
籬
の
竹
の
お
れ
か
へ
り
く
だ
れ
ば
の
ぼ
る
露
の
し
ら
玉 

（
為
家
集
・
二
〇
八
三
・
雨
中
緑
竹
） 

二
首
目
に
つ
い
て
は
、
中
村
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
か
ら
降
っ
て
く
る
露

の
こ
と
を
詠
む
の
で
は
な
い
。
竹
が
雨
の
重
み
で
曲
が
れ
ば
竹
に
つ
い
た
露
も
枝
先
に
向
か
っ

て
流
れ
、
竹
が
も
と
に
戻
れ
ば
そ
れ
に
つ
れ
て
露
も
下
の
根
本
の
方
向
へ
と
伝
っ
て
流
れ
る
。

竹
が
曲
が
っ
た
り
元
に
戻
っ
た
り
と
い
う
動
作
を
繰
り
返
す
と
、
露
も
枝
先
に
流
れ
た
り
根
本

の
方
向
に
流
れ
た
り
と
忙
し
い
さ
ま
を
表
す
。
中
村
氏
の
「
雨
の
重
み
で
竹
が
し
だ
れ
て
い
る

た
め
に
、
露
は
枝
の
先
端
へ
と
流
れ
て
ゆ
く
。
露
が
く
だ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
枝
を
の

ぼ
っ
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
は
一
部
修
正
を
要
す
る
。 

一
首
目
は
、『
義
孝
集
』
五
で
は
、
初
句
「
露
く
だ
る
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
本
の
本
文
系
統
か
ら
、「
露
く
だ
す
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
注
２
）

。
七
夕
の
夜
、

彦
星
と
織
姫
の
涙
の
よ
う
な
露
を
天
が
降
ら
す
と
詠
む
。
同
様
の
発
想
は
、
漢
詩
文
に
も
あ
る
。 

露
は
別
涙
な
る
べ
し
珠
空
し
く
落
つ 

雲
は
こ
れ
残
粧
髻
い
ま
だ
成
ら
ず 

露
応
別
涙
珠
空
落 

雲
是
残
粧
髻
未
成 

（
和
漢
朗
詠
集
・
二
一
四
・
巻
上
・
七
夕
・
菅
） 

天
が
降
ら
せ
た
露
は
彦
星
と
織
姫
の
別
れ
を
惜
し
む
涙
な
の
だ
ろ
う
と
詠
む
。
当
該
歌
は
、

露
が
「
く
だ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
露
が
天
か
ら
下
り
て
く
る
様
を
表
す
と
解
釈
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
が
草
木
に
降
り
て
、
結
果
と
し
て
草
木
の
涙
の
よ
う
に
み
え
る
と
、
と
ら
え

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
義
孝
の
和
歌
や
和
漢
朗
詠
集
の
七
夕
の
詩
句
か
ら
す
れ
ば
、
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伏
見
院
の
悲
秋
歌
の
解
釈
に
つ
い
て 

A
bout interpretation of “H
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
伏
見
院 

悲
秋 
七
夕 

和
漢
朗
詠
集 

長
恨
歌 

 

一
、
伏
見
院
の
悲
秋
歌 

 

鎌
倉
時
代
後
期
の
天
皇
、
伏
見
天
皇
（
以
下
、
呼
称
を
院
号
で
あ
る
伏
見
院
に
統
一
）
は
、

中
世
和
歌
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
歌
道
の
流
派
、
京
極
派
和
歌
を
代
表
す
る
歌
人

と
し
て
知
ら
れ
る
。
伏
見
院
の
代
表
歌
の
一
つ
に
、
秋
の
到
来
を
悲
し
む
次
の
よ
う
な
和
歌
が

あ
る
。 

わ
れ
も
か
な
し
草
木
も
心
い
た
む
ら
し
秋
風
ふ
れ
て
露
く
だ
る
比 

（
玉
葉
和
歌
集
四
六
三
・
秋
上
・
五
十
番
歌
合
に
秋
露
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
） 

 

京
極
派
歌
壇
で
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
和
歌
集
『
玉
葉
和
歌
集
』（
以
下
、『
玉
葉
集
』）
入
集
の
こ

の
歌
は
、
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
閏
四
月
二
十
九
日
催
行
の
『
五
十
番
歌
合
』
に
出
詠
さ
れ

た
歌
で
、
京
極
派
歌
壇
の
指
導
者
、
京
極
為
兼
の
歌
と
番
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
和
歌
に
つ
い
て
、

判
者
で
も
あ
っ
た
為
兼
は
、
「
心
詞
た
く
み
に
し
て
隔
凡
俗
之
界
」
（
和
歌
の
内
容
、
表
現
い
ず

れ
も
優
れ
、
凡
人
の
域
を
遠
く
隔
て
て
い
る
）
と
評
し
、
絶
賛
し
た
。 

か
つ
て
、
私
は
、
拙
著
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選 

伏
見
院
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
一
一

年
）
に
て
、
こ
の
歌
に
、
次
の
よ
う
な
口
語
訳
と
解
説
を
加
え
た
。
以
下
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、

口
語
訳
は
全
文
、
解
説
は
主
要
な
部
分
を
引
用
す
る
。 

 
 

口
語
訳:

 

 
 
 

私
も
悲
し
い
。
草
木
も
心
を
傷
め
て
い
る
よ
う
だ
。
秋
風
が
吹
い
て
草
木
に
触
れ
、
ま

た
、
そ
の
秋
を
悲
し
む
天
か
ら
、
涙
の
よ
う
な
露
が
草
木
へ
こ
ぼ
れ
落
ち
て
く
る
頃
は
。 

 
 

解
説:

 

 
 

「
悲
秋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
万
物
が
枯
れ
、
冬
の
衰
退
へ
と
向
か
う
秋
は
、
悲
哀
の

情
を
か
き
た
て
る
。
今
か
ら
見
れ
ば
、
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、『
万
葉
集
』
で
は
、

草
木
が
紅
葉
し
彩
り
を
見
せ
る
秋
は
、
春
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
美
し
い
季
節
と
し
て
捉
え

ら
れ
た
。
秋
を
悲
し
い
も
の
と
思
う
の
は
、
平
安
時
代
に
漢
詩
か
ら
影
響
を
受
け
た
後
の

発
想
で
あ
っ
た
。 

こ
の
歌
も
、「
悲
秋
」
の
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
べ
て
が
衰
退
へ
と
向
か
う
秋
を
、

自
分
が
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
に
、
草
木
も
秋
の
到
来
を
悲
し
ん
で
い
る
せ
い
か
、
秋
風
と

露
に
退
色
し
て
、
や
が
て
枯
れ
落
ち
て
ゆ
く
。
漢
詩
に
も
、「
悲
シ
キ
哉
、
秋
ノ
気
為
ル
。

蕭
瑟
ト
シ
テ
草
木
揺
落
シ
テ
変
衰
ス
」、「
秋
風
蕭
瑟
ト
シ
テ
天
気
涼
シ
。
草
木
揺
落
シ
テ

露
ハ
霜
ト
為
ル
。
…
君
ガ
客
遊
ヲ
思
ヒ
腸
ヲ
断
ツ
」
な
ど
あ
る
よ
う
に
、
秋
の
到
来
は
、

秋
風
と
露
霜
に
弱
り
、
枯
れ
落
ち
る
草
木
の
様
子
に
よ
っ
て
、
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
歌
で
は
、
作
者
も
、
草
木
も
、
涙
の
よ
う
な
露
を
降
ら
せ
る
天
も
、
皆
が
秋
を

悲
し
ん
で
い
る
と
い
う
。 

 

こ
の
和
歌
（
以
下
、
当
該
歌
）
が
、
秋
の
訪
れ
を
悲
し
む
「
悲
秋
」
の
発
想
に
基
づ
く
も
の

と
の
私
の
見
解
は
、
現
在
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
評
釈
や
論
文
を
見
て
も
そ
れ
が
妥
当
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
和
歌
の
細
部
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ

ろ
う
。
本
稿
で
は
、
拙
著
で
の
解
釈
の
補
足
と
修
正
を
試
み
る
。 

 

二
、「
露
く
だ
る
」
の
解
釈
に
つ
い
て 

第
一
節
で
の
拙
著
の
口
語
訳
と
解
説
に
つ
い
て
、
中
村
健
史
氏
は
、「
伏
見
院
の
悲
秋
歌:

『
玉

100




